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たあとの値下がりリスクがゼロだという。そ

んなウマい話は本当にあるのだろうか？　好

奇心（と金銭欲）でいっぱいになった筆者は、

日本にDTを紹介した先駆者、馬渕一氏が米

国のシアトル郊外で主催するセミナーを取材

することにした 。

DTに最適化した環境で
ポルシェ級のトレードを提供

ワシントン州カークランドは、シアトルの

ダウンタウンから車で30分ほど。ビル・ゲイ

ツ氏の自宅からもそう遠くない高級住宅地だ。

馬渕氏のオフィス「プリスティーン・ノース

ウェスト」は、ワシントン湖に面した小さな
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「マネー」は究極の
デジタルコンテンツだ

オンライントレードがホットだ。日本でも

すでに株式売買高の2％を占め、2年後には

口座数も500万を超えると予測されている。

インターネットはコンテンツが重要と言われ

て久しいが、究極のコンテンツとは、実は

「オカネ」なのではないだろうか。デジタル情

報とは数字で表せる情報のこと。金融とイン

ターネットは、原理的に相性がいいのだ。

なかでも「デイトレーディング」（以下、

DT）という手法は、数秒から数十分という

超短期間しか株を保有せず、1日のうちに反

対売買まで終えてしまうので、市場が閉まっ

マリーナの近くにある。ここでは、高速回線

とPC、専用ソフトによるトレーディング環境

と情報サービスを、個人のトレーダーにひと

月単位でレンタルしている 。

米国株のオンライントレーディングには大

別して2種類ある。1つは、通常のブラウザ

ーとE*TRADEやDATEKといったディスカウ

ントブローカーを使うトレード。数日から数

年といった単位のトレードであれば、これで

十分だろう。一方、プリスティーンなどの会

社が提供する環境こそ、「クルマでいえばポル

シェにあたる」（馬渕氏）ものであり、数秒

単位の執行が必要になるDTに最適化された

システムなのだ。

DTを糧とする人たちは「トレーダー」と呼

ばれるが、彼らトレーダーがプリスティーン社

のフロアーに「出勤」する時間は朝の6時と

かなり早い。と言うのも、米国市場は東海岸

時間を基準にしており、開場の9時半がシア

トルの6時半にあたるからだ。PCは普通のウ

ィンドウズ2000マシンなので、自宅からモデ

ム経由でトレードすることも可能だが、シス

テムの信頼度、回線速度、フロアーに漂うコ

ミュニティー的な感覚などを総合すると、こ

うしたトレーディングシステムをレンタルする
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DayTrade Net
www.daytradenet.com

馬渕氏が運営するDayTrade Net。デイト
レードに興味がある人は、まずここにア
クセスするといいだろう。
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u米国オンライントレード界には、専用のソフトと高速回線を使って株の売買をする「デイトレーダー」と呼ばれる
連中がいる。彼らが使っている取引環境は、通常のブラウザーでのオンライントレードと比べると「ポルシェ級」
の代物だという。彼らはこの「ポルシェ」をぶっ飛ばし、数秒の取引で何千ドルという利益を上げることもある。
米国プリスティーン社が主催するデイトレーダー養成セミナーに飛んだ。
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意味が大きいということだろう。

ここで使われるトレード用ソフトは「エグ

ゼキューショナー」 といい、株価表

示、売買執行、分析ツール（チャート）な

どが統合されたものだ。表示される情報の中

で特にDTに不可欠なのがNASDAQの「レベ

ルⅡ」ウィンドウだ。E*TRADEやDATEK

などのオンライントレードでは「マーケットメ

ーカー」と呼ばれる大手証券が提示する値段

のうち「買いの最高値」「売りの最安値」し

か表示されない。eBayのようなオークション

において、最高値しか見えないシステムを想

像してもらえばいいだろう。これをレベルⅠ
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情報という。それに対して、レベルⅡでは下

位の値付けまでがリアルタイムで表示される

ため、マーケットの「気配」がより広く見通

せることになる。

DTは危険か安全か。
本当に簡単に儲けられるか？

インターネットは、さまざまな人をダイレ

クトに結びつける。メーカーと消費者、政治

家と有権者…etc.。ここプリスティーンでは、

ごく普通の個人がダイレクトに株式市場にア

クセスしている。これまで、大手金融機関の

トレーダーにしか与えられなかった環境が、ひ

と月に数百ドル程度の負担で手に入ってしま

うのだ。

3日間の集中セミナーを受講したあとの率

直な感想は、「やはり簡単に儲けられるもの

ではない、しかしリスクを管理するためのメ

ソッドがかなり確立されているな」というも

のだった。ここでもクルマの比喩は有効で、

シロウトが何の訓練も受けずにF1のレースに

出ることがないように、知識も経験もない人

がいきなりDTを始めるのは自殺行為だろう。

市場とは、どんなものでも上がるか下がる

かしかない。そこへのダイレクトアクセスと

は、市場のダイナミズムにしたがって、莫大

な儲けを出すことも、取り返しがつかないよ

うな損をする可能性もあるということなのだ。

DTが危険か安全かという議論には、実は意

味がない。それは、クルマやナイフがそうで

あるように、使い方次第で便利な道具にも凶

器にもなり得る。1つ確実なのは、秒単位の

読みと職人的な執行技術で市場に挑むDTに

は、人を夢中にさせる魔力があるということ

だ。これは、究極のコンテンツをめぐる世界

最大のネットワークゲームなのだ。pristine.com

トレーダー教育サービスのプリスティー
ン社。セミナー費用は3日間で3500ドル
（NY本社）。
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www.executioner.com

これがプリスティーン社のデイトレーダー御用達ソフト「エグゼキューショナー」の画面だ。
専用端末も顔負けの情報が、この恐るべきソフトで得られる。
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